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次

　
　
　
　
　
、
窄
人
の
文
化
に
貢
獣
ぜ
ろ
圃
由
〇
　
　
二
、
儒
墨
と
連
人
〇
　
　
三
、
更
學
と
漁
人
。
（
以
上
本
號
所
載
、
以
下
次
號
）

　
　
　
四
、
地
理
…
學
と
窄
人
〇
　
　
　
五
、
藩
學
本
草
學
と
導
入
〇
　
　
　
六
、
文
藝
と
里
人
〇
　
　
　
七
、
附
…
　
　
　
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
案
入
の
文
化
に
貢
獄
せ
る
因
由

㌧
弦
に
窄
人
と
言
ふ
の
は
李
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
等
に
見
ゆ
る
浪
人
、
郎
ち
本
貫
の
地
を
離
れ
た
浄
立
入
で
は
な
く
、

極
出
の
地
位
を
失
っ
て
落
魔
し
た
魚
籠
入
を
意
味
し
、
且
近
世
の
一
般
の
用
例
に
從
っ
て
こ
れ
を
主
を
離
れ
、
腺
を
失

　
　
　
　
近
世
二
化
と
筆
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
＋
二
巻
第
二
號
，
、
二
鰯
五



　
　
　
　
近
世
文
化
と
罪
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
第
二
十
二
稔
　
箪
こ
競
　
　
二
四
六

　
　
　
　
　
　
①

つ
た
武
士
に
限
る
。
近
世
初
期
に
は
武
士
の
失
業
者
た
る
底
入
が
非
常
な
多
数
に
上
っ
た
Q
當
時
盛
人
の
生
じ
た
原
因

は
主
と
し
て
幕
府
の
政
策
と
全
智
磁
心
爾
に
基
く
も
の
で
、
前
者
は
大
名
の
改
易
と
切
支
丹
の
禁
制
で
あ
り
、
後
者
は

戦
國
氣
風
の
逡
存
で
あ
る
。
大
名
の
改
易
に
ま
っ
て
生
じ
た
窄
人
の
み
で
も
こ
れ
を
内
輪
に
見
積
っ
て
關
ケ
原
陣
の
結

果
が
約
十
五
萬
入
、
そ
の
後
三
代
家
光
の
代
ま
で
の
分
が
約
二
十
二
萬
入
で
、
併
せ
て
約
三
十
七
萬
人
に
達
す
る
○
大

阪
陣
に
よ
る
義
人
は
多
く
窄
人
の
入
城
者
で
あ
り
、
戦
死
者
及
び
戦
後
に
殺
さ
れ
た
も
の
も
寂
し
い
か
ら
こ
の
中
に
は

数
へ
て
な
い
。
上
皇
氣
風
の
遣
存
は
殺
伐
な
た
め
雫
闘
が
多
く
、
式
事
者
の
み
な
ら
す
一
族
ま
で
牢
入
た
ら
し
め
た
こ

と
と
、
大
名
か
ら
の
改
易
、
追
放
も
家
臣
の
立
退
も
古
り
重
く
見
ら
れ
す
赫
々
し
く
行
は
れ
、
葉
懸
聞
書
に
は
「
・
七
度

寒
動
せ
ね
ば
誠
の
奉
公
人
に
て
な
し
」
と
ま
で
言
は
れ
た
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
数
へ
ら
れ
る
。
切
支
丹
の
禁
制
が
信
徒
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
窄
齢
せ
し
め
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
に
基
く
寛
永
十
こ
年
の
異
國
渡
海
の
禁
止
は
、
こ
れ
等
の
窄
人

の
海
外
進
撮
を
不
可
能
た
ら
し
め
た
か
ら
、
必
然
の
結
果
と
し
て
こ
の
多
数
の
窄
人
を
國
内
で
慮
分
せ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ぬ
こ
と
と
し
、
証
會
問
題
と
し
て
の
窄
人
の
意
義
を
否
々
重
大
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
當
時
の
武
士
は
政
事
と
軍
事
と
を
本
務
と
し
、
文
武
の
教
養
あ
る
儀
表
的
階
級
で
あ
る
か
ら
、
　
一
般
落
入
の
望
む
所

は
再
び
主
取
し
て
そ
の
本
務
に
復
し
、
名
暴
と
擢
力
と
利
猛
と
を
併
せ
牧
む
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

併
し
戦
鋤
が
績
き
大
名
の
地
位
の
動
労
し
て
居
た
際
に
は
、
腕
に
豊
あ
る
も
の
は
至
る
所
に
青
田
を
見
鵠
し
得
た
け
れ

ど
も
、
醗
會
が
講
和
に
な
り
、
大
名
の
地
位
が
安
定
し
て
來
る
と
共
に
、
家
人
の
就
職
が
漸
く
困
難
に
な
る
の
は
免
れ



な
い
数
で
あ
る
。
さ
れ
ば
寒
人
に
取
っ
て
は
李
和
の
確
立
は
不
況
の
深
化
で
あ
り
、
事
墾
の
饗
塗
は
景
氣
の
到
來
で
あ

っ
て
、
祇
會
の
不
和
安
定
を
治
政
の
眼
目
と
す
る
幕
府
と
は
全
く
醤
騰
的
な
立
場
に
あ
る
○
大
阪
陣
に
際
し
、
十
萬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

近
い
職
人
が
大
阪
に
集
ま
っ
て
、
大
部
分
は
入
城
し
、
一
部
は
東
軍
の
陣
場
．
を
借
り
て
從
軍
し
た
の
も
、
島
原
の
墾
に
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
多
数
の
窄
人
が
寄
手
の
陣
に
あ
っ
て
大
名
の
家
臣
以
上
の
奮
闘
を
し
た
の
も
、
如
何
に
彼
等
が
事
墾
を
望
み
、
戦
功

を
立
て
㌧
主
取
の
磯
豆
を
得
ん
と
し
た
か
を
示
し
て
除
あ
る
も
の
で
あ
る
。
師
ち
再
び
主
取
せ
ん
と
の
念
の
強
い
も
の

程
、
寺
詣
を
望
む
こ
と
も
切
な
る
鐸
で
、
元
和
九
年
京
都
の
窄
人
彿
に
幕
府
が
「
重
着
奉
公
可
レ
仕
と
存
候
窄
λ
可
レ
彿

筆
と
面
し
た
所
以
で
あ
る
慧
鰭
。
詫
ば
幕
府
も
大
阪
陣
以
後
は
努
牢
人
の
黎
に
努
め
、
或
は
そ
の
居
住
に

つ
い
て
も
制
限
を
加
へ
、
或
は
奮
素
の
武
家
奉
公
構
を
公
認
し
、
或
は
元
和
九
年
京
都
に
於
け
る
如
き
牢
入
彿
さ
へ
も
　
街

　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

悪
・
付
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
唯
さ
へ
批
會
の
不
和
と
安
定
に
就
職
難
を
噂
つ
た
窄
人
は
、
．
愛
．
に
幕
府
の
擁
簾
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

盤
々
窮
迫
を
加
へ
、
途
仁
窮
し
て
観
す
る
に
至
っ
た
結
果
が
、
慶
安
、
承
癒
の
恩
人
騒
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
名

の
改
易
に
ヒ
よ
っ
て
慮
ら
姦
人
の
大
量
輔
翼
を
敢
て
し
た
幕
府
は
、
更
に
こ
れ
を
擁
重
し
て
事
墾
を
激
成
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
叢
に
於
て
幕
府
は
慶
安
の
墾
の
直
後
、
窄
人
政
策
を
改
め
、
　
一
面
大
名
の
改
易
を
減
じ
て
そ
の
嚢
生
、
を
防

ぐ
と
共
に
、
他
面
そ
の
就
職
の
助
成
を
試
み
て
、
そ
の
減
少
を
策
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
而
し
て
こ
の
大
阪
陣
後
に
於

け
る
牢
人
の
抑
歴
と
慶
安
心
後
に
於
け
る
そ
の
緩
和
は
、
實
に
江
戸
幕
政
の
全
般
的
展
開
の
尖
端
を
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
大
板
陣
以
晶
剛
と
錐
も
根
本
に
於
て
は
幕
府
に
武
力
、
購
力
を
集
め
て
、
こ
れ
に
よ
り
有
ゆ
る
｛
勢
力
を
抑
へ
て
行
か

　
　
　
　
近
世
交
化
と
範
・
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
二
四
七



　
　
　
　
　
迂
縫
文
化
乏
空
・
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
｝
…
巻
　
静
姫
二
號
　
　
二
闘
八

う
と
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
豊
華
氏
の
存
在
の
た
め
こ
れ
を
露
骨
に
現
は
さ
す
、
そ
の
態
度
は
軟
弱
を
免
れ
な
か
つ

幽
た
ゆ
然
る
に
大
阪
落
城
後
は
傳
家
の
寳
刀
の
鞘
を
彿
っ
て
、
有
ゆ
る
方
面
に
武
断
強
塵
を
敢
行
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

兎
慶
安
憂
後
は
漸
次
武
断
よ
り
文
治
へ
と
の
展
開
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
朝
廷
の
綿
．
制
は
臨
写
と
な
り
、
大
名
の
三

座
は
親
近
と
な
り
、
、
下
民
の
搾
取
は
向
上
開
登
と
な
り
、
外
國
醐
係
も
政
治
的
な
切
支
丹
禁
止
よ
り
も
経
濟
的
な
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
調
整
が
主
と
せ
ら
れ
み
に
至
っ
た
。
が
、
そ
の
縛
向
の
魁
は
實
に
寄
人
政
策
の
緩
和
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
．
窄
人
の
就
職
を
妨
げ
た
も
の
は
．
李
和
安
定
に
向
ふ
母
野
情
勢
、
幕
府
の
政
策
、
殊
に
武
家
奉
公
構
の
公
認
の
外
に

も
、
多
事
の
諸
人
を
召
抱
へ
る
こ
と
は
大
名
と
し
て
は
幕
府
の
嫌
疑
を
蒙
る
惧
が
あ
り
、
又
譜
代
の
家
臣
と
の
軋
礫
の

因
で
も
あ
っ
た
等
の
事
情
も
あ
っ
て
、
こ
れ
を
突
破
し
た
就
職
載
線
の
勝
利
者
の
要
素
と
し
て
は
、
山
緒
、
武
功
及
び

仁
愛
が
数
へ
ら
れ
る
。
由
緒
に
は
家
系
、
履
歴
の
劇
的
關
係
も
あ
れ
ば
、
住
地
に
よ
る
地
的
關
係
も
あ
る
。
家
系
に
は

名
家
の
後
で
あ
り
、
勇
士
の
子
孫
た
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
女
縁
に
よ
る
御
腹
一
類
等
も
あ
る
○
履
歴
は
嘗
て
相
當
な
地

位
に
あ
っ
た
こ
と
、
何
等
か
の
事
情
で
知
ら
れ
て
居
た
こ
と
等
が
あ
り
、
奮
主
に
齢
墾
す
る
の
も
そ
の
著
し
い
一
つ
で

あ
る
。
．
住
地
に
よ
る
も
の
は
新
に
報
せ
ら
れ
た
領
内
に
住
し
た
も
の
で
、
所
謂
先
方
衆
で
あ
る
。
武
士
の
最
も
名
碁
と

す
る
戦
場
の
武
功
が
重
ん
渉
ら
れ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
、
關
ケ
原
窄
人
、
大
阪
窄
入
の
持
雛
さ
れ
た
斯
以

で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
互
に
道
人
と
な
っ
て
武
功
を
儒
造
す
る
も
の
ま
で
生
せ
し
め
π
。
注
意
す
べ
き
は
戦
場
に
於
て

實
眼
下
を
交
へ
た
相
手
の
家
に
召
抱
へ
ら
れ
た
も
の
も
多
い
こ
と
で
、
美
し
い
武
士
道
の
登
露
で
あ
る
。
併
し
山
嵐
は

（4＞



求
め
て
得
ら
れ
す
、
武
功
も
泰
翠
の
世
に
は
期
待
す
べ
く
も
な
い
か
ら
、
最
後
に
獲
さ
れ
た
も
の
は
藝
能
で
あ
っ
た
。

藝
能
の
主
な
る
も
の
は
武
藝
と
學
問
で
あ
っ
て
、
寛
永
前
後
に
敢
て
弓
馬
♂
創
槍
・
柔
術
・
兵
法
等
の
諸
流
涙
が
競
ひ
起

つ
た
原
因
の
一
掌
も
弦
に
存
す
る
が
、
黒
熱
に
於
て
も
佐
久
間
立
姿
が
「
交
學
を
習
ひ
て
万
緑
に
も
取
つ
か
ん
と
思
ふ

も
の
な
ら
で
學
ぶ
者
甚
だ
鮮
筆
な
り
」
と
言
へ
る
如
く
、
窄
人
の
就
職
蓮
動
が
そ
の
興
隆
の
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
爾

　
　
⑤

は
れ
ぬ
。
而
し
て
叢
に
本
題
た
る
近
世
文
化
と
窄
人
と
の
契
機
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
近
世
の
文
化
、
殊
に
管
長
・
藝
術
が
、
從
來
の
公
家
・
僧
侶
及
び
武
士
の
一
部
に
行
は
れ
た
に
反
し
、
武
士
は
固
よ

り
百
姓
・
町
人
に
ま
で
普
及
し
た
意
味
に
於
て
、
こ
れ
を
都
民
黒
化
と
回
す
る
は
異
議
の
な
い
所
で
あ
り
．
交
學
の
如

き
五
三
嬰
見
男
面
は
町
人
本
位
の
欝
が
著
し
い
た
め
町
入
葦
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
必
ず
し
も
否
等
べ
き
で
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
な
い
。
併
し
少
く
と
も
近
世
文
化
の
最
も
順
潮
な
嚢
展
を
見
た
前
期
に
於
て
は
、
浄
化
の
側
造
渚
と
し
て
最
も
貢
遅

し
た
も
の
は
武
士
階
級
で
あ
り
、
殊
に
直
人
又
は
準
窄
人
で
あ
っ
た
と
霞
分
は
信
ず
る
。

　
浮
人
の
文
化
創
造
へ
の
貢
献
は
前
蓮
の
如
く
、
そ
の
就
職
運
動
の
一
部
で
も
あ
る
。
併
し
決
し
て
そ
れ
の
み
で
は
な

い
。
學
問
・
戦
術
に
よ
っ
て
生
活
の
資
を
得
ん
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
初
め
は
就
職
又
は
生
活
の
だ
め
か
、
軍
に
好
爾

敢
養
の
た
め
そ
の
道
に
入
っ
て
も
、
途
に
一
身
を
こ
れ
に
捧
げ
、
學
問
。
藝
術
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
に
至
っ
た
も

の
も
頗
る
多
い
。
さ
れ
ば
窄
人
が
近
世
文
化
の
創
造
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
．
藝
態
が
就
職
の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
彼
等
を
し
て
こ
れ
に
向
は
し
む
る
機
縁
と
な
っ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
寧
ろ
常
時
武
士
階
級
が
百
姓
・
町
人
の
李

　
　
　
　
近
世
文
化
と
筆
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
二
十
二
巷
第
二
號
　
二
四
九



　
　
　
　
　
近
世
交
化
と
雄
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
二
五
Q

民
階
級
に
比
し
一
般
に
激
養
の
高
か
っ
た
こ
と
、
而
し
て
隼
入
は
有
隷
の
士
の
如
く
政
事
・
軍
事
の
上
に
活
動
が
許
さ

れ
な
い
た
め
他
の
方
面
に
活
路
を
求
め
た
こ
と
、
及
び
有
壁
の
士
に
比
し
、
行
動
が
農
山
で
あ
っ
て
、
藝
能
に
専
心
精

進
せ
し
め
得
た
こ
と
等
が
そ
の
主
な
る
原
因
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
以
下
近
世
前
期
に
於
け
る
學
事
情
術
、
特
に

儒
學
・
史
筆
・
地
理
學
、
讐
學
、
本
草
學
・
文
藝
等
に
於
け
る
窄
人
の
鼻
聾
の
如
何
に
籍
し
き
か
を
實
例
に
つ
い
て
黒
し
て

見
よ
う
。

　
ヒ　　　　　　　；注

＠＠　（E）i　（D　（D　O＠　（D

歴
史
と
地
理
、
第
十
三
巷
第
二
號
所
載
、
拙
稿
「
矩
人
の
意
義
」
Q

計
ワ
曾
學
雑
誌
、
銘
二
十
七
。
丸
儲
所
載
、
拙
稿
「
江
戸
八
代
初
期
に
於
け
る
近
日
の
獲
生
に
就
い
て
」

．
歴
吏
地
理
、
日
本
兵
制
史
號
所
載
、
拙
稿
「
大
坂
陣
と
窄
人
問
題
」

中
央
史
壇
、
鎮
十
倦
第
∴
號
班
載
、
拙
稿
「
島
原
の
胤
と
窄
人
問
題
」

史
學
雑
誌
、
第
三
十
六
編
第
六
號
断
載
、
拙
稿
「
江
戸
幕
府
の
雛
・
人
政
策
」

中
央
史
塊
、
第
十
二
巻
第
二
・
三
號
飯
載
、
拙
稿
「
慶
安
承
磨
の
農
人
騒
動
」

拙
署
「
綜
合
日
本
史
大
系
江
芦
畔
代
上
」
舞
四
章
丈
治
政
治
の
展
閉

「
岡
上
」
第
五
章
甦
愈
階
級
の
樵
．
成
、
錦
凱
赫
武
士
階
級
、
九
箆
・
人
〇

　
　
　
　
二
、
儒
學
と
窄
人

（6）

　
近
世
に
於
け
る
文
化
の
中
福
と
し
て
、
上
代
の
藝
術
、
中
世
の
調
薬
の
位
遣
を
占
め
る
も
の
は
學
術
で
あ
っ
た
。
固
よ

り
現
代
の
學
術
は
内
容
に
於
て
近
世
を
凌
ぐ
聖
職
蓮
な
い
が
、
そ
の
鰻
重
及
び
億
重
の
結
果
と
し
て
の
政
治
・
岩
塩
・
藝

同
等
に
墨
す
る
影
柵
下
に
於
て
は
、
現
代
は
近
世
に
比
べ
て
遺
憾
な
が
ら
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
い
と
一
葺
は
ざ
る
を
得
な
い
σ



蒲
し
て
近
世
に
於
け
る
學
術
の
尊
重
が
異
人
を
し
て
主
と
し
て
柔
術
に
向
は
し
め
た
一
因
で
も
あ
っ
た
。

　
近
縫
に
於
け
る
墨
黒
の
中
心
は
儒
學
で
あ
り
．
前
期
に
於
て
殊
に
そ
れ
が
著
し
か
っ
た
が
、
儒
學
の
中
館
も
早
く
搾

り
、
最
も
亡
く
行
は
れ
た
も
の
は
朱
子
學
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
い
で
越
つ
た
の
は
陽
明
學
で
あ
り
、
そ
の
後
新
に
我
が
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
超
っ
て
近
世
の
中
期
に
最
も
榮
え
た
の
は
古
學
で
あ
っ
た
。

　
近
世
三
男
の
租
で
あ
り
、
朱
子
學
の
天
下
に
弘
ま
る
基
を
成
し
た
藤
原
梶
窩
は
公
家
た
る
冷
泉
家
の
出
で
あ
る
が
、

そ
の
父
参
議
爲
純
は
家
領
播
磨
國
細
川
荘
を
別
所
長
治
に
犯
さ
れ
、
こ
れ
を
防
い
で
敗
死
し
て
居
る
か
ら
、
彼
は
公
家

漁
人
と
も
言
ふ
べ
き
で
あ
っ
だ
羅
縮
靴
脆
掛
雛
鍵
綱
。
幌
無
害
の
四
天
王
た
る
林
羅
画
、
松
永
尺
五
、
那
波
箭
所
、
三
巴
庵

は
共
に
牢
人
叉
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
。
論
判
は
加
賀
の
土
豪
の
後
と
傳
へ
、
組
父
又
右
衛
門
正
勝
の
蒔
紀
研
に
移
り
、

父
彌
次
右
衛
門
信
時
は
そ
の
兄
で
羅
出
の
養
父
た
る
た
近
衛
門
吉
勝
と
共
に
大
阪
に
出
で
、
更
に
京
に
移
り
住
ん
だ
人

で
、
彼
等
の
事
蹟
は
詳
で
な
い
が
窄
入
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
あ
・
ま
い
繕
羅
無
…
創
課
轡
寛
。
松
永
尺
五
は
貞
門
俳

譜
の
寸
た
る
貞
徳
の
子
で
、
尺
五
の
行
状
に
真
徳
を
松
永
弾
正
久
秀
の
孫
と
せ
る
説
は
疑
し
い
に
し
て
も
、
そ
の
一
族

た
る
こ
と
は
明
で
あ
る
数
獲
駒
。
那
波
活
所
は
播
磨
赤
松
氏
の
後
と
傳
へ
、
熊
本
の
加
藤
忠
廣
に
聰
せ
ら
れ
た
が
、
久

し
か
ら
す
し
て
致
仕
し
、
後
紀
伊
頼
宣
に
仕
へ
る
ま
で
手
数
年
間
は
芸
人
で
あ
っ
た
。
堀
杏
庵
は
近
江
野
洲
郡
野
村
の

城
主
で
佐
々
木
氏
に
仕
へ
た
伊
豆
守
定
澄
の
孫
で
あ
る
が
、
父
孫
七
郎
貞
氏
は
幼
に
し
て
僧
と
な
り
、
後
還
俗
し
て
醤

と
な
っ
た
た
め
、
彼
も
儒
鷺
楚
勲
て
淺
野
幸
長
に
仕
へ
悟
、
後
尾
張
墾
讐
聰
せ
ら
れ
た
（
七
薯
）
聴
礁
畑
操
翻

　
　
　
　
近
世
丈
化
と
鑓
人
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
　
纂
二
號
　
．
一
…
五
…

（7）＼



　
　
　
　
近
世
鼻
差
と
箪
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
二
五
二

触が

?姻?

ｾ羅

ﾄ
思
。
こ
れ
等
の
入
々
よ
り
も
最
も
里
人
と
し
て
著
し
い
の
は
詩
人
と
し
て
聞
え
た
石
川
丈
山
で
、
三
河
武

士
と
し
て
徳
川
家
に
仕
へ
た
旗
本
で
あ
り
、
大
阪
夏
の
陣
に
は
病
を
冒
し
て
從
製
し
、
戦
功
著
し
か
っ
た
が
、
軍
命
に

反
し
た
た
め
賞
に
輿
ら
す
、
途
に
塞
人
し
て
京
に
上
り
、
一
時
母
を
養
ふ
た
め
早
島
の
淺
野
家
に
仕
へ
た
が
、
撞
の
死

と
共
に
去
っ
て
洛
北
詩
仙
堂
に
閑
居
を
樂
ん
だ
三
男
蟷
媛
難
∬
難
、
。

　
林
羅
山
の
系
統
中
、
著
名
な
僻
者
で
職
人
の
性
質
を
有
す
る
も
の
は
菊
池
耕
齋
．
向
井
選
外
、
松
浦
交
翠
、
井
上
蘭

憂
．
岡
島
難
山
等
が
あ
る
。
菊
池
耕
齋
は
肥
後
の
菊
池
氏
の
後
と
傳
へ
、
租
父
七
兵
衛
武
茂
は
小
田
原
北
條
氏
に
仕
へ
、

落
城
後
は
北
條
氏
直
に
從
っ
て
高
野
山
に
入
り
、
氏
直
の
死
後
も
そ
の
孤
兇
を
京
都
で
養
っ
た
と
い
ふ
。
父
元
春
は
儒

を
以
て
本
多
家
響
蠕
往
へ
、
彼
も
儒
を
羅
山
韓
姦
嬰
琢
嬉
ん
で
驚
氏
の
警
癒
じ
た
が
、
後
父
母
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
養
ふ
た
め
僻
し
て
京
繰
り
、
晩
年
再
び
島
津
家
に
仕
へ
轟
繧
鶴
聴
。
向
等
外
も
羅
山
に
學
び
、
且
馨
名
の

高
つ
た
入
で
あ
る
が
、
曾
寮
父
左
近
將
監
高
圓
は
肥
後
紳
崎
郡
の
城
主
で
龍
造
寺
氏
に
城
を
隆
れ
ら
れ
て
か
ら
土
豪
と

な
っ
た
家
で
、
父
兼
義
に
至
っ
て
病
の
た
め
長
崎
に
移
っ
た
の
で
あ
る
Q
松
浦
交
翠
は
姫
路
城
主
松
年
大
和
守
蔽
矩
に

仕
へ
、
主
命
に
よ
ウ
林
鷲
峰
に
學
ん
だ
が
、
主
君
の
死
後
意
を
官
途
に
絶
ち
、
講
設
を
以
て
聞
え
た
。
井
上
蘭
豪
は
幕

毒
婦
翁
の
子
で
、
兄
が
家
を
織
い
だ
た
め
儒
を
以
て
立
ち
、
後
岡
山
の
池
田
家
に
聰
さ
れ
た
が
、
林
鳳
岡
の
門
に
出
で

な
が
ら
そ
の
學
は
却
っ
て
租
稼
に
近
く
、
そ
の
門
下
に
折
衷
學
を
開
い
た
井
上
金
蛾
を
出
す
に
至
っ
た
○
醐
島
冠
肉
は

毛
利
家
の
唐
通
事
で
あ
っ
た
が
、
僻
し
て
鳳
岡
に
學
び
、
　
一
時
足
利
の
戸
田
大
隅
守
忠
闘
に
仕
へ
た
が
拠
な
く
僻
し
て



講
説
に
從
ひ
、
支
那
語
及
び
支
那
小
説
を
傳
へ
た
こ
と
に
於
て
卓
出
し
た
。

　
松
永
尺
五
の
系
統
で
は
森
巌
塾
・
新
井
自
尊
、
松
浦
霞
沼
・
向
井
鷺
洲
・
板
倉
復
軒
が
あ
り
、
那
波
活
量
の
…
門
に
鵜
飼
賢

慮
が
あ
り
、
菅
玄
同
の
門
に
人
見
一
等
軒
が
あ
っ
た
が
、
森
鰻
塾
・
新
井
白
石
・
人
見
卜
幽
幽
は
史
學
の
項
に
譲
る
。
松

浦
霞
沼
は
木
下
順
庵
に
學
ん
で
最
も
詩
交
に
長
じ
、
樹
影
の
宗
家
に
仕
へ
て
朝
鮮
來
聰
の
こ
と
を
司
り
、
藩
命
を
受
け

て
通
交
大
極
蟹
＋
、
宗
氏
家
譜
三
針
以
下
編
著
頗
る
多
か
っ
た
が
、
父
彌
五
右
衛
門
は
姫
路
の
松
李
大
和
惚
面
矩
に
仕
へ
、

故
あ
っ
て
致
仕
し
た
罪
人
で
あ
っ
た
。
侮
井
澹
洲
は
順
庵
及
び
同
門
の
高
足
柳
川
震
澤
に
學
び
、
後
順
庵
の
命
で
訳
詩

の
嗣
と
な
っ
た
人
で
、
そ
の
父
休
寛
は
讐
を
以
て
桑
名
及
び
高
槻
に
仕
へ
、
後
致
仕
し
て
京
に
住
し
た
Q
板
倉
復
軒
の

曾
瓢
父
佐
渡
守
清
治
は
北
條
窄
人
で
あ
り
、
父
正
信
は
二
兄
と
共
に
徳
川
氏
に
召
出
さ
れ
た
が
、
彼
は
四
子
で
そ
れ
に

洩
れ
、
後
順
庵
の
推
誉
に
よ
っ
て
甲
府
誤
信
に
仕
へ
、
生
潜
に
從
っ
て
幕
府
に
入
り
、
稀
に
見
る
廉
直
恪
勤
の
人
で
あ

っ
た
。
鵜
飼
鼻
聾
は
那
波
運
上
に
學
び
尼
崎
の
青
山
大
膳
亮
幸
和
に
仕
へ
る
こ
と
十
四
年
に
及
ん
で
致
仕
し
、
京
に
録

っ
て
漢
維
の
和
訓
本
の
刊
行
を
業
と
し
た
。
そ
の
二
子
練
齋
・
繕
事
は
共
に
水
戸
家
に
仕
へ
た
。

　
朱
乎
學
中
、
慢
窩
の
系
統
に
督
し
一
敵
國
を
な
し
た
南
學
は
土
佐
の
谷
時
中
に
起
る
が
、
こ
れ
を
天
下
に
弘
め
た
の

は
山
崎
闇
齋
の
カ
で
あ
っ
た
。
闇
齋
の
父
三
右
衛
門
長
吉
は
若
妻
高
濱
の
木
下
宮
内
少
輔
利
房
に
仕
へ
、
利
房
が
關
ケ

原
核
に
蜂
腰
に
加
は
つ
て
領
地
を
失
っ
た
後
も
よ
く
奉
仕
し
て
孤
忠
を
養
く
し
た
が
、
後
利
房
が
大
阪
陣
に
懸
軍
し
た

功
に
ポ
つ
て
備
中
足
守
蟻
五
千
に
慧
ら
れ
た
後
、
傑
人
し
て
禽
と
慣
し
，
京
で
馨
を
業
と
し
た
人
で
、
男
名

　
　
　
　
近
世
文
化
と
箪
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
二
黒
三

（9）



　
　
　
　
近
世
文
化
と
筆
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
箪
二
號
　
　
手
近
四

分
を
強
調
し
た
糊
置
の
父
た
る
に
恥
ぢ
八
入
イ
じ
あ
っ
た
。
魏
塚
騨
筆
立
。
払
腰
の
三
傑
中
淺
見
綱
齋
は
武
士
出
身

で
は
た
．
く
、
京
の
豪
富
で
讐
を
業
と
し
た
が
、
禽
ら
馬
に
躍
り
、
創
を
揮
ひ
、
庭
士
を
以
て
居
っ
た
。
佐
藤
薩
方
の
父

五
郎
兵
衛
は
備
後
編
山
の
水
野
家
の
僖
臣
で
あ
り
、
彼
も
一
時
水
野
家
に
仕
へ
た
が
久
し
か
ら
す
し
て
僻
し
、
晩
年
厩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

橋
の
酒
井
家
の
聰
に
癒
じ
、
賓
禮
を
以
て
遇
さ
れ
た
。
三
宅
侮
齋
は
武
州
忍
の
隅
部
家
に
仕
へ
た
が
十
年
に
し
て
言
行

は
れ
ざ
る
た
め
病
に
托
し
て
致
仕
を
講
ひ
、
許
さ
れ
す
し
て
猶
屡
々
こ
れ
を
繰
り
返
し
た
た
め
獄
に
曝
せ
ら
れ
る
こ
と

三
年
に
し
て
放
逐
せ
ら
れ
た
灘
雑
。
猶
崎
門
の
先
輩
の
凋
落
し
た
後
、
最
も
聲
名
の
高
か
っ
た
稻
葉
翼
翼
は
旗
本
鈴
木

五
郎
左
衡
門
の
子
で
あ
っ
た
が
、
三
勇
に
生
れ
た
た
め
巌
を
得
す
、
佐
藤
直
方
に
學
び
、
そ
の
推
墨
で
唐
津
の
土
井
大

炊
頭
饗
径
へ
た
の
で
あ
・
篠
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰

　
幌
窩
、
時
中
の
系
統
以
外
に
も
窄
入
朱
子
學
者
は
少
く
な
い
。
百
厳
の
長
薯
を
保
ち
後
水
尾
天
堂
か
ら
鳩
杖
を
賜
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
エ
ぎ

た
江
村
專
齋
は
朱
子
學
と
共
に
讐
を
修
め
て
加
藤
清
書
に
嚇
せ
ら
れ
庸
丁
た
が
、
清
正
の
死
後
僻
し
て
京
に
蹄
つ
た
入

で
あ
う
、
そ
の
曾
縦
父
民
部
大
輔
孝
與
は
播
州
三
石
滅
孟
で
、
別
電
氏
の
三
木
城
塞
落
の
際
、
釣
れ
て
京
に
隠
れ
た
と

い
ふ
。
後
光
明
天
臭
に
兼
子
學
を
輪
講
し
た
暢
山
農
村
庵
は
織
田
買
継
の
皇
居
造
螢
に
溢
奏
し
た
臼
乗
上
入
の
孫
で
あ

り
、
九
條
家
の
諸
大
夫
宮
内
少
輔
久
綱
の
次
男
で
あ
る
が
、
　
一
時
小
倉
の
翻
川
忠
利
及
び
駿
府
の
徳
川
忠
長
に
仕
へ
、

共
に
久
し
か
寵
し
で
僻
し
て
京
に
露
つ
た
入
で
あ
⑱
後
藤
鉾
は
墾
の
細
豪
程
へ
た
粧
島
原
讐
七
九

を
限
に
受
け
て
失
明
し
た
た
め
、
致
仕
し
て
朱
子
學
で
一
家
を
成
し
、
藤
井
懐
齋
は
騰
を
以
て
久
撰
米
の
有
馬
家
に
仕



へ
て
居
た
が
、
後
僻
し
て
専
ら
兼
子
學
を
修
め
た
。
三
山
伯
養
は
初
め
豊
後
竹
田
の
中
川
家
に
仕
へ
、
臼
田
、
畏
齋
は
岡

山
の
池
田
家
の
老
距
の
用
人
で
あ
っ
た
が
、
共
に
骸
…
し
て
京
都
で
藥
を
責
っ
て
生
計
と
し
、
専
ら
朱
子
學
を
修
め
た
の

で
あ
っ
た
。

　
朱
子
學
に
次
い
で
趨
っ
た
陽
助
學
を
以
て
前
期
に
大
名
の
あ
っ
元
の
は
首
唱
者
た
る
中
江
藤
樹
と
そ
の
弟
子
熊
澤
蕃

山
の
二
人
の
み
で
あ
っ
て
、
共
に
明
に
牢
人
で
あ
っ
た
Q
藤
樹
の
父
は
近
江
國
高
島
郡
小
川
村
の
百
姓
吉
次
で
あ
る

が
、
彼
は
顧
，
父
吉
永
の
養
子
と
し
て
伊
豫
大
洲
の
加
藤
家
に
仕
へ
、
母
を
養
ふ
た
め
致
仕
を
講
ひ
、
許
さ
れ
す
し
て
官

を
捨
て
ぶ
川
村
に
帰
っ
た
の
で
あ
・
。
縮
謎
犠
…
課
簿
記
。
蕃
山
は
岡
山
の
池
田
叢
経
へ
璽
、
國
政
に

任
じ
た
が
、
椹
勢
の
地
位
に
久
し
鳶
ゑ
か
ら
ざ
・
を
餐
致
仕
し
て
京
に
出
て
計
器
を
開
ミ
鷲
の
忌
讐
罰

燭
れ
て
京
を
追
は
れ
・
晩
年
に
は
下
総
の
古
河
に
幽
さ
れ
π
・
と
は
著
名
輩
實
で
あ
・
灘
灘
灘
蝦
撫
灘
欝
。

　
近
世
古
學
の
首
唱
溝
山
鹿
素
行
の
父
六
右
衛
門
高
直
は
伊
勢
亀
山
の
城
主
陶
長
門
守
に
仕
へ
た
が
鑓
百
、
　
同
僚
を
殺

し
た
た
め
出
奔
し
て
會
津
城
主
蒲
生
忠
郷
の
老
臣
町
田
左
近
礪
に
身
を
寄
せ
た
所
、
無
業
が
死
ん
で
嗣
子
が
？
家
絶

え
、
町
田
左
近
は
幕
府
に
墨
池
さ
れ
た
た
め
、
警
者
と
な
っ
て
玄
庵
と
號
し
た
人
で
あ
る
Q
素
行
は
軍
學
・
儒
學
等
を
講

じ
て
大
名
あ
り
、
播
州
赤
穗
の
淺
野
内
匠
頭
長
友
に
仕
へ
る
・
と
研
、
客
年
に
し
て
致
仕
し
て
江
β
に
録
っ
て
盆
々
名

盤
を
高
め
た
が
、
聖
澱
要
録
を
出
し
て
朱
子
學
を
年
々
の
籐
臭
と
し
て
排
斥
し
、
道
統
の
簿
宋
に
至
っ
て
混
滅
す
と
叫

び
、
儒
學
の
復
古
を
主
張
し
た
た
め
、
葉
淺
野
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
＋
年
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
麟
囎
饗

　
　
　
　
近
世
霊
化
と
準
人
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
ご
號
　
　
二
五
五



　
　
　
　
近
世
丈
化
と
峯
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
二
巷
第
二
號
　
二
五
六

糖
坐
礁
、
。
彼
の
弟
子
と
し
て
最
も
知
ら
れ
る
味
木
立
軒
は
後
藤
島
の
淺
野
氏
に
仕
へ
た
が
、
・
ノ
、
の
澱
父
は
大
阪
擬

人
で
あ
り
、
父
は
兵
學
者
で
あ
る
か
ら
、
窄
人
出
身
で
あ
る
。

　
素
行
と
同
時
に
京
都
で
古
學
を
唱
へ
た
伊
藤
虚
血
は
町
家
の
幾
で
あ
る
た
め
か
そ
の
門
に
も
艶
出
は
乏
し
い
が
、
第

一
の
高
弟
た
る
中
江
眠
由
は
瀧
川
｛
益
の
從
兄
弟
但
馬
守
一
成
の
曾
孫
で
、
伊
賀
の
郷
士
出
で
あ
り
懇
、
仁
齋
の
子
東

回
の
門
に
は
豊
後
日
串
の
木
下
家
の
近
臣
で
、
重
役
と
雫
を
生
じ
．
て
窄
人
し
た
原
東
岳
、
彦
根
の
弁
俳
家
の
蕎
隠
で
、

心
疾
の
た
め
隷
に
離
れ
た
澤
村
琴
所
、
丹
後
宮
津
の
奥
単
家
の
奮
雨
露
山
南
濤
等
の
牢
人
．
儒
者
が
あ
っ
た
○

　
東
涯
と
時
を
同
じ
く
し
て
江
β
に
古
文
餅
學
を
唱
へ
、
逡
に
一
世
を
風
燦
し
た
荻
生
洋
字
の
父
方
庵
は
海
軍
綱
吉
の

纂
で
・
罪
を
得
玉
器
託
れ
た
た
め
、
租
彼
も
＋
課
業
配
所
菱
に
從
つ
た
が
、
後
許
・
れ
て
江
燵
出
颪
調

澤
吉
保
柱
へ
た
悟
の
で
あ
・
囎
寄
継
瓢
襟
。
面
罵
門
の
所
謂
談
園
入
子
の
中
、
太
宰
秦
憲
冬
農
が
信
州

飯
田
の
堀
家
の
鐵
砲
頭
奮
で
、
事
に
よ
り
隷
を
放
た
れ
て
江
拒
嵩
た
人
で
あ
り
、
彼
も
但
馬
鐵
石
の
松
準
伊
賀
守

忠
徳
に
仕
へ
、
憲
君
の
意
に
反
し
て
致
仕
し
て
十
年
間
武
家
奉
公
構
に
逢
ひ
、
後
一
時
下
総
生
實
の
森
川
家
へ
仕
へ
た

外
庭
士
を
以
て
絡
つ
た
慧
謎
奮
闘
。
服
部
南
郭
及
び
安
藤
東
野
は
共
に
初
め
柳
塗
・
保
に
仕
へ
、
後
僻
し
て
再
び

腺
温
し
な
か
っ
た
が
、
南
郭
の
藤
先
は
尾
張
の
津
島
七
三
の
一
で
あ
う
、
東
野
は
艶
語
の
藩
醤
の
子
で
幼
に
し
て
孤
に

な
っ
た
人
で
あ
っ
π
。

　
誌
①
原
念
齋
の
先
哲
叢
勲
、
吠
、
，
束
條
琴
藁
の
同
後
編
、
績
編
、
原
意
齋
の
’
先
哲
像
二
等
儒
者
の
傳
画
集
に
見
ゆ
み
も
の
に
…
々
註
記
す
る
存
省
く
。



　
　
②
　
和
田
英
松
博
士
著
、
「
藝
備
の
學
者
」
　
二
、
佐
藤
颪
方
Q

　
　
◎
奥
學
難
誌
、
第
二
＋
三
編
禦
四
温
舶
載
、
三
浦
周
行
博
士
、
覆
光
明
天
良
の
御
好
學
と
朝
山
意
柱
庵
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
史
學
と
案
入

　
史
學
は
我
が
國
に
於
て
最
・
も
早
く
呼
出
し
た
軍
術
で
あ
っ
て
、
上
代
に
於
て
既
に
猫
自
の
展
開
を
示
し
た
が
、
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

殊
に
そ
の
前
期
に
は
．
儒
學
と
の
關
孫
が
深
く
、
史
家
は
殆
ど
．
儒
者
た
る
有
機
で
あ
っ
だ
。
當
疇
は
幕
府
、
諸
藩
の
事
業

と
し
て
も
、
學
者
の
撰
述
と
し
て
も
、
修
史
は
著
し
き
登
展
を
見
た
。
幕
府
の
修
史
の
最
も
主
な
る
も
の
は
最
初
の
武

家
系
圃
た
る
寛
永
諸
家
系
芸
無
三
百
七
・
†
二
野
と
編
年
膿
通
史
の
第
一
た
る
本
朝
墨
髭
｝
一
｝
百
十
恕
で
あ
り
、
そ
の
他
に

ば
家
康
の
事
蹟
を
記
し
た
武
徳
大
成
記
三
十
憲
が
あ
っ
た
。
こ
れ
等
は
林
茸
山
、
そ
の
子
殺
峰
、
孫
鳳
岡
等
が
編
輯
を

総
べ
、
淵
叢
庵
・
人
並
卜
幽
軒
・
同
友
元
等
が
生
と
し
て
こ
れ
に
與
つ
た
。
羅
山
は
寛
永
系
圃
及
び
本
朝
通
嬬
の
初
た
る

本
朝
編
年
録
の
尊
墨
を
総
べ
た
外
、
本
朝
將
軍
家
譜
等
の
修
吏
の
撰
述
も
少
か
ら
ず
、
堀
篭
庵
は
寛
永
系
騒
の
外
尾
張

義
直
の
紳
潜
年
譜
、
類
從
日
本
紀
の
編
韓
に
も
騰
り
、
自
ら
日
本
後
記
の
映
秩
を
補
ひ
、
寛
永
譜
系
及
び
朝
鮮
征
伐
記
を

も
著
し
た
が
、
彼
等
の
牢
入
の
後
砦
こ
と
は
既
に
導
た
饗
の
獺
。
入
至
言
軒
の
曾
上
襲
璽
澱
細
川
貸
元
に
仕

へ
、
三
好
長
慶
と
戦
っ
て
敗
死
し
、
耐
父
無
西
は
騎
射
に
長
じ
、
豪
傑
流
落
の
入
で
、
晩
年
古
謡
に
隠
れ
た
が
、
父
友

徳
は
京
に
出
て
馨
と
な
っ
た
。
彼
は
怪
窩
門
の
菅
得
庵
に
學
ん
で
水
戸
頼
房
に
仕
へ
、
　
本
朝
通
鑑
の
校
訂
に
輿
つ
た

駄
就
友
。
人
見
友
元
は
ト
幽
軒
の
弟
で
讐
を
以
て
朝
廷
に
仕
へ
た
道
伯
の
子
で
、
霊
山
に
學
ん
で
幕
府
の
儒
官
と
な
つ

露
窄
肇

π
の
で
あ
る
㌶
麟
傳
、
。
さ
れ
ば
彼
等
の
修
史
に
關
標
し
た
の
は
仕
官
の
後
で
あ
り
、
羅
山
の
外
は
番
讐
の
子

　
　
　
　
近
世
文
化
ど
筆
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
ご
巻
　
第
二
號
　
　
二
五
七

（13）



　
　
　
　
返
世
文
化
と
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
　
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
二
玉
入

で
あ
る
が
、
少
く
も
二
三
代
前
に
は
何
れ
も
武
人
で
あ
う
窄
人
で
あ
っ
た
。

　
大
日
本
史
は
幕
府
の
本
朝
通
鑑
と
共
に
近
世
の
二
大
修
史
た
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
皇
統
を
正
し
名
舜
を
明
に
せ
ん

と
す
る
大
理
想
に
於
て
、
明
暦
大
火
の
薩
後
に
着
手
し
、
　
一
藩
の
財
力
を
傾
け
て
こ
れ
を
完
成
せ
ん
と
し
た
血
止
に
於

て
、
博
く
史
料
を
採
訪
し
、
吏
籍
を
校
訂
し
て
考
讃
の
精
確
を
期
し
た
黙
に
於
て
、
支
那
の
正
吏
そ
の
ま
、
の
紀
縛
騰

を
取
り
、
行
交
亦
推
敲
を
壷
く
し
た
黙
に
於
て
、
　
一
般
に
石
巌
の
三
重
す
べ
き
を
知
ら
し
め
、
そ
の
研
究
を
盛
な
ら
し

め
た
黙
に
於
て
、
且
二
百
五
十
年
の
久
し
き
に
亙
っ
て
よ
く
こ
れ
を
完
成
し
淀
黙
に
於
て
、
方
に
察
前
に
し
て
絶
後
に

近
い
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
そ
の
肝
銘
…
は
既
に
仁
安
時
代
に
嗣
化
を
見
た
史
馳
を
再
び
形
式
生
命
の
支
那
史

讐
論
せ
し
め
を
と
で
、
・
の
た
め
魏
の
困
難
轟
轟
て
そ
の
畿
を
禁
ら
し
め
、
北
面
震
っ
て
後
鵬

猶
愚
管
の
整
備
ま
で
に
こ
百
年
の
歳
月
を
経
過
せ
し
め
た
が
、
こ
の
形
式
の
模
倣
は
思
想
に
も
影
響
し
、
水
β
學
派
を

し
て
朝
政
の
興
壌
に
よ
り
君
徳
の
隆
替
を
論
じ
、
天
皇
の
紳
聖
を
濱
す
反
國
騰
恩
想
を
薯
し
か
ら
し
め
た
の
は
悲
し
ま

ざ
る
を
得
な
い
。
大
口
本
辞
の
編
韓
は
二
百
五
十
年
間
に
亙
る
た
め
、
こ
れ
に
關
係
し
た
響
岩
は
数
十
百
人
に
及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
、
前
期
に
於
け
る
主
．
な
る
人
々
は
多
く
他
か
ら
盗
り
仕
へ
た
も
の
で
、
廣
義
の
送
人
出
身
で
あ
る
。
即
ち
大
日
本
史

の
義
例
を
定
め
、
南
行
雑
録
を
著
し
た
吉
弘
下
妻
、
義
公
遺
事
を
著
し
た
中
村
顧
言
、
綾
南
行
雑
録
及
び
石
和
見
聞
志

を
書
い
た
大
饗
元
善
、
史
料
の
蒐
集
に
最
も
功
績
あ
り
、
南
行
雑
録
、
又
績
南
行
雑
録
、
頭
取
離
銀
を
編
し
、
足
利
將
軍

傳
を
著
し
た
佐
々
宗
淳
、
二
十
二
規
奉
幣
考
の
署
聯
酒
泉
竹
軒
、
豊
富
大
記
に
政
治
の
武
門
に
移
る
事
燈
を
論
じ
て
義



理
の
精
を
以
て
慣
せ
ら
れ
、
倭
史
後
編
を
著
し
て
大
“
本
史
の
後
を
綴
が
ん
と
し
た
栗
山
露
鋒
、
中
興
鑑
言
に
建
武
中

興
の
得
失
を
論
じ
、
烈
士
報
誤
審
に
赤
穗
義
士
を
顯
珍
し
た
三
宅
槻
瀾
、
欝
關
大
愚
考
の
著
者
依
田
静
盧
等
は
鵜
飼
練

齋
・
懸
隔
鶴
甲
。
大
弁
松
隣
。
佐
治
竹
輝
等
と
共
に
他
よ
り
湿
り
仕
へ
て
、
彰
考
館
継
裁
に
至
っ
た
入
々
で
あ
り
隔
総
裁
に

な
ら
な
か
っ
た
λ
に
も
響
応
考
館
詑
を
書
い
た
田
中
止
郵
、
護
法
資
治
論
を
著
し
て
雪
颪
一
致
を
唱
へ
た
水
戸
言
詮
中

の
異
彩
森
嚴
塾
を
初
め
新
に
召
抱
へ
ら
れ
た
も
の
の
数
は
固
よ
り
少
く
な
か
っ
た
○
就
中
佐
々
宗
淳
の
醸
父
備
前
守
は

佐
々
成
政
の
姉
の
腹
に
生
れ
、
そ
の
姓
を
冒
し
て
煎
藤
清
正
に
仕
へ
、
蔚
山
の
職
に
勇
名
を
憎
げ
た
人
で
、
父
義
齋
も

伽
藤
忠
廣
に
仕
へ
た
が
そ
の
除
封
の
た
め
寒
人
し
、
次
い
で
生
駒
高
点
に
仕
へ
再
び
主
家
の
改
易
に
逢
っ
て
勝
人
で
終

っ
た
人
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
た
め
少
に
し
て
灘
櫓
と
な
り
後
還
俗
し
た
の
で
あ
る
叶
聴
鋸
阻
離
。
　
酒
泉
竹
軒
の
父
徳
左

衛
門
正
直
は
瀟
岡
の
黒
田
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
幼
に
し
て
孤
と
な
っ
た
た
め
、
留
錫
を
去
っ
て
落
籍
に
遊
解

し
、
後
鞘
β
に
出
て
光
囲
に
仕
へ
た
の
で
あ
る
麟
篇
偶
鰭
。
栗
慰
鋒
の
父
良
飾
は
儒
を
以
て
淀
の
石
川
家
に
仕
へ

元
人
で
、
彼
は
八
條
爾
仁
親
主
に
仕
へ
、
保
建
大
記
は
十
入
歳
の
時
宮
に
上
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宮
の
麗
去
に
逢
っ

て
退
去
し
、
京
で
講
説
に
從
っ
て
居
て
光
囹
の
学
業
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

吊
鵜
飼
練
齋
の
父
石
盤
が
概
津
尼
蜻
の
青
山
家
の
奮
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
彼
は
山
崎
闇
齋
に
學
び
、

弟
辮
齋
と
共
に
光
囲
に
召
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q
佐
治
竹
晦
の
曾
勲
父
七
右
衛
門
は
小
牧
陣
に
戦
死
し
て
居
り
、
癬
聖

旨
右
衛
尾
張
義
直
に
仕
へ
た
が
、
父
清
右
衛
門
の
時
窄
奏
し
て
紀
州
新
宮
に
住
し
、
彼
は
木
r
瀬
庵
に
學
ん
で
光
麟
に

　
　
　
　
近
世
丈
比
と
雛
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
二
黒
九

（15）



　
　
　
　
海
世
文
化
と
証
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
干
一
春
第
二
號
　
二
六
〇

，
仕
へ
た
の
で
あ
る
辮
。
田
中
止
郵
は
幼
に
し
て
父
を
失
ひ
、
早
く
酒
井
忠
勝
に
仕
へ
て
林
羅
山
に
學
び
儒
官
に
進
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
婁

が
、
母
の
病
を
撫
養
す
る
た
め
致
仕
し
、
牢
人
た
る
こ
と
三
年
忌
水
β
の
聰
に
癒
じ
た
。
森
巌
塾
は
癒
津
高
槻
の
永
井

家
の
藩
潜
の
子
で
あ
っ
た
が
、
父
の
逡
言
に
、
よ
り
去
っ
て
儒
を
松
永
罪
質
に
學
ん
だ
人
で
あ
る
◎

　
猶
こ
の
外
で
も
最
初
の
彰
考
館
総
裁
に
任
じ
た
人
見
愁
齋
は
人
見
卜
幽
軒
の
甥
で
、
そ
の
養
子
と
な
っ
て
水
戸
に
仕

へ
た
入
で
あ
り
、
大
日
本
史
の
編
纂
に
最
も
功
多
く
、
論
賛
を
書
い
た
上
、
烈
醸
成
績
に
家
康
の
事
蹟
を
、
義
公
行

實
、
西
肉
遣
事
に
光
囲
の
事
蹟
を
、
交
恭
先
生
行
實
、
朱
文
恭
難
事
に
朱
舜
の
事
蹟
を
記
し
た
安
積
電
源
も
、
そ
の
組

父
正
信
は
小
笠
原
忠
眞
に
仕
へ
て
大
阪
夏
陣
に
主
君
の
危
救
を
救
ひ
な
が
ら
、
功
報
は
れ
ざ
る
た
め
去
っ
て
武
家
奉
公

構
に
な
っ
て
久
し
，
、
突
の
苦
を
嘗
め
、
後
沓
頼
房
に
仕
へ
る
・
と
と
な
り
沓
家
に
免
じ
て
篁
か
ら
構
を
解
か
陶

れ
た
人
で
あ
っ
だ
。

　
幕
府
及
び
諸
侯
の
修
奥
そ
の
も
の
は
固
よ
り
夢
人
の
事
業
で
は
な
く
、
こ
れ
に
撃
つ
た
も
の
も
、
そ
の
時
に
は
腺
仕

し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
修
吏
の
た
め
に
登
用
さ
れ
る
に
足
る
學
識
を
養
っ
た
の
が
、
多
く
澱
仕
前
で
あ
る
所
に
、

牢
人
の
修
虫
に
聾
す
る
貢
獄
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
外
そ
の
思
想
・
著
述
。
学
風
に
よ
り
近
世
の
史
學
選
挙
の
最
も
注
意
す
べ
き
は
、
鋤
崎
極
製
、
山
鹿
素
行
及
び

新
井
白
石
の
三
人
で
あ
る
。
闇
齋
の
窄
人
の
子
た
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
所
で
あ
り
、
彼
に
は
修
史
と
し
て
大
著
を

遣
し
て
は
居
な
い
が
、
倭
鋸
の
編
纂
を
企
て
、
そ
の
成
功
を
含
人
親
王
を
飛
つ
た
藤
森
耽
に
所
っ
て
居
る
の
み
な
ち



す
、
そ
の
目
録
に
よ
れ
ば
紳
功
皇
后
を
歴
代
に
加
へ
す
．
南
朝
を
正
統
と
し
て
北
朝
を
こ
れ
に
附
載
し
、
筆
を
南
北
合

一
に
絶
っ
て
居
る
等
、
全
く
大
日
本
史
と
一
致
し
、
そ
の
先
容
を
成
す
も
の
で
、
唯
．
女
帝
を
歴
代
か
ら
除
い
た
所
が
和

心
し
て
店
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
彼
の
総
門
器
量
の
系
統
か
ら
栗
山
潜
鋒
・
三
宅
単
磁
・
鵜
飼
練
齋
を
初
め
水
戸
の

修
史
に
大
功
の
あ
っ
た
入
の
綾
出
し
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
○

　
山
鹿
素
行
の
窄
入
儒
者
の
典
型
た
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
彼
は
史
學
に
於
て
も
中
朝
事
實
に
帥
代
の
滋
藤
を
説

い
て
我
が
世
風
の
美
を
示
し
て
、
我
が
國
を
中
華
交
明
の
土
と
議
し
、
武
家
事
記
に
武
家
の
各
方
面
に
亙
る
滑
革
を
記

し
て
古
文
書
ま
で
集
録
し
、
「
記
論
叢
俗
事
、
文
墨
之
腐
儒
」
の
「
遠
諸
二
虻
田
之
虚
文
一
、
近
不
レ
知
二
本
磯
之
事
實
一
、
作
レ
カ

贔
二
屓
異
域
之
惨
、
更
不
γ
審
】
喜
中
朝
之
襲
妙
超
二
過
千
萬
邦
こ
を
慨
し
た
。

　
新
井
白
駈
の
史
學
は
近
世
に
於
け
る
最
高
峰
と
も
い
ふ
べ
く
、
研
究
方
法
に
於
て
時
流
に
卓
高
し
、
史
料
の
玉
髄
を

獲
大
し
て
從
來
古
代
に
關
し
て
は
童
と
し
て
目
本
書
紀
に
よ
っ
て
居
た
に
反
し
、
古
事
記
を
主
と
し
て
、
書
記
・
蕉
事

記
・
古
語
拾
遺
・
風
土
記
等
を
併
せ
取
る
外
、
支
那
・
輔
鮮
の
史
籍
を
も
活
用
し
、
更
に
致
果
は
十
分
に
現
は
れ
て
居

な
い
が
遣
物
に
ま
で
着
眼
し
て
居
り
、
史
料
の
解
鐸
も
文
よ
り
．
冨
語
に
よ
る
べ
き
を
喝
破
し
て
韓
語
學
の
研
究
に
一
大

進
展
を
な
さ
し
め
、
比
較
法
を
登
用
し
て
或
は
支
那
の
史
實
と
比
較
し
、
或
は
古
代
の
事
象
を
幼
児
の
行
爲
に
比
べ

て
、
眞
相
の
賜
閉
に
資
し
た
。
擁
し
て
研
究
の
方
面
も
贋
～
＼
武
家
政
治
の
起
源
・
面
革
を
明
に
し
た
護
皮
脂
論
の
歯

に
古
史
蓮
・
史
疑
を
置
き
、
後
に
藩
翰
譜
と
折
た
く
柴
の
記
を
附
す
れ
ば
、
牌
代
か
ら
當
代
ま
で
を
綱
撫
す
る
こ
と
と
な

　
　
　
　
近
世
丈
化
と
箪
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
第
二
號
　
二
漏
た
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与
、
・
．
更
、
に
制
度
故
實
に
は
、
機
織
典
例
・
本
朝
軍
器
考
が
あ
り
．
外
交
維
濟
に
は
外
濠
蓮
信
事
略
・
殊
密
事
賂
・
本
朝
回

心
通
途
事
賂
が
あ
り
、
皇
帝
文
字
の
浩
革
に
は
同
文
遍
考
が
あ
り
、
歴
史
地
理
に
は
蝦
夷
志
・
南
島
志
が
数
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
且
つ
「
史
は
實
に
檬
っ
て
事
を
記
し
垂
の
鑑
戒
を
示
す
も
の
な
り
」
灘
通
と
し
て
事
實
の
黄
漏
の
南
明

を
童
と
し
て
曲
庇
す
る
所
な
く
、
紳
代
の
物
語
を
も
「
紳
は
人
な
り
」
と
断
じ
て
聯
事
を
入
事
の
比
喩
と
し
て
論
究
し
、

紳
話
の
歯
群
を
し
て
思
想
の
表
現
と
見
る
に
至
ら
し
め
る
階
梯
を
成
し
た
上
、
そ
の
表
現
に
於
て
も
多
く
國
交
を
用
み

て
叙
事
の
精
妙
に
史
筆
の
範
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
明
に
支
那
画
室
を
凌
駕
し
た
擁
本
史
學
の
建
設
で
あ
っ
て
、

そ
の
影
響
は
兎
に
角
、
研
究
の
態
度
・
方
法
仁
於
け
る
蓬
歩
は
、
大
目
本
史
と
錐
、
遠
く
及
ば
ざ
る
所
で
あ
っ
た
。
白

石
の
釜
濟
は
滋
釜
幽
利
の
土
筆
の
臣
で
、
彼
は
父
の
隠
暴
土
車
豊
退
い
て
武
築
霧
に
遭
ひ
、
土
髪
倒

の
改
易
の
た
め
構
が
解
け
て
大
老
堀
田
正
俊
に
召
抱
へ
ら
れ
た
が
、
程
な
く
正
俊
が
殺
さ
れ
て
意
を
得
な
か
っ
た
か

ら
、
再
び
窄
遣
し
、
師
木
下
順
庵
の
推
暴
に
よ
っ
て
甲
府
綱
豊
の
．
儒
官
と
な
り
、
綱
豊
の
將
軍
と
な
る
に
及
ん
で
旗
本

と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
彼
の
著
蓮
は
綱
豊
に
仕
へ
て
後
に
出
來
た
が
、
殊
に
晩
年
吉
宗
の
將
軍
と
な
り
彼
が
幕
政
か
ら

離
れ
て
以
後
に
成
っ
た
も
の
及
び
修
正
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
、
窄
人
中
で
は
な
い
が
、
彼
が
十
年
近
く
学
人
と
し

て
窮
迫
時
代
を
逡
つ
た
・
と
は
明
で
あ
る
嫡
縁
孫
塀
。

　
以
上
の
三
入
に
比
し
學
術
的
貢
獄
は
著
し
く
な
い
が
、
そ
の
著
も
早
く
刊
行
を
見
、
康
く
普
及
し
た
こ
と
に
点
て
注

惹
す
べ
き
家
入
史
家
に
小
瀬
甫
庵
が
あ
る
Q
彼
は
交
藤
近
年
補
註
青
磁
を
木
活
字
版
で
刊
行
し
、
勅
版
・
寺
院
版
に
績



近
世
文
化
と
挙
入

第
二
十
二
巻
錐
二
號

、
鱒
ニ

ノ
・
訊

き
私
版
と
し
て
最
初
の
活
宇
版
を
出
し
て
居
る
が
、
慶
長
入
年
に
は
年
代
紀
賂
を
、
璽
九
年
に
は
信
長
記
を
共
に
活
字

で
刊
行
し
、
更
に
元
和
三
年
太
閤
記
を
著
し
て
居
る
。
年
代
紀
賂
は
賂
年
代
記
に
過
ぎ
ぬ
が
、
信
長
記
は
太
田
牛
一
の

信
長
記
を
敷
博
し
、
太
閤
記
と
共
に
輩
に
事
蹟
を
記
す
の
み
駁
ら
す
古
今
を
商
配
し
て
得
失
を
論
究
し
、
欝
欝
善
懲
悪

に
資
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
事
實
を
誤
る
こ
と
は
少
く
な
い
が
、
慶
く
世
に
流
布
し
た
こ
と
は
、
遠
く
他
の
史
書
を
凌

い
だ
。
彼
は
美
濃
の
±
岐
の
支
流
で
豊
臣
秀
次
に
仕
へ
た
が
そ
の
滅
亡
に
よ
り
牢
解
し
、
次
い
で
堀
尾
吉
晴
に
抱
へ
ら

れ
た
が
吉
晴
の
死
に
逢
っ
て
退
去
し
、
播
磨
に
往
し
、
後
京
に
移
っ
た
。
晩
年
は
そ
の
子
の
前
田
家
に
欝
を
以
て
仕
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ロ
ロ
　
ユ
ハ
し

た
縁
で
、
金
澤
に
行
っ
て
前
田
利
常
に
仕
へ
た
七
擢
ヨ
ゆ
興
廃
に
類
す
る
も
の
に
小
田
原
落
城
ま
で
北
條
氏
に
仕
へ
て
居

た
三
浦
五
郎
左
衛
門
浮
心
が
あ
り
、
後
江
戸
に
住
し
、
北
條
五
、
代
記
∴
慶
長
疑
聞
集
を
著
し
た
。
又
川
角
∵
太
閤
記
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

き
も
梛
川
田
中
家
の
華
人
川
角
三
郎
右
衛
門
の
煮
た
る
こ
と
が
知
ら
る
、
に
至
っ
た
。
か
＼
る
軍
記
・
聞
書
・
畳
書
の

類
に
は
窄
入
の
作
の
多
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
史
塗
上
の
、
傾
値
の
著
し
か
・
9
5
ざ
る
も
の
が
多
い
か
ら
他
は
省

略
に
從
ふ
。

　
註
①
史
家
も
儒
者
象
る
も
の
が
多
く
、
儒
學
の
項
に
黎
げ
穴
一
般
的
の
旧
記
類
に
見
一
謡
う
も
の
ぱ
一
々
霊
詑
す
る
為
－
省
く
。

　
　
②
粟
麗
轟
水
戸
髪
馨
も
査
書
冊
の
小
誌
・
誓
霧
ぐ
Q
A
∴
謀
芋
。

　
　
③
史
學
雑
誌
、
集
四
十
入
編
第
一
號
班
載
、
桑
田
忠
親
氏
「
川
角
太
閤
記
考
」
Q
動
画
氏
の
説
に
從
へ
ば
、
木
書
巨
元
和
七
年
以
後
で
、
同
九
年
七

　
　
　
　
1
3
以
肱
剛
の
著
作
に
な
り
、
田
中
家
ぼ
忠
政
．
が
伺
六
二
↑
噌
へ
月
に
卒
し
て
下
働
罰
し
て
み
る
か
ら
窄
人
後
の
作
と
見
る
べ
・
イ
・
で
あ
・
り
う
。
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